
平成 25 年度 事業報告 

   概 況 

  平成 25 年度の事業活動については、平成 25 年 4 月 1 日付けで、社団法人から一般社

団法人へ組織変更を行いました。それに伴い会の運営も、県連・監督官庁等にご指導を

いただき新法人としての法令順守に努めました。 

実施事業につきましては社会貢献事業としての講演会の開催を引き続き実施致しまし

た。又、消費税増税対策としての税務研修会を実施しました。 

会員拡大については、収益基盤の根幹をなすものであり、昨年同様最重要課題として

取り組みましたが、廃業等による退会が多く厳しい状況でした。 

今後も通年事業として推進してまいります。 

 

① 総務委員会 

   事業や運営を見直し会活動の合理化、経費の節減に努めました。 

   又、新法人としての各種規定の検討・作成を行いました。 

 

②  組織委員会 

   会員増強については、増強月間を設け推進地区、担当者を決め全会上げて組織的に

取組み推進を図りました。 

 

③  厚生委員会 

   福利厚生制度については、役員・部会を対象に研修会を開催し、加入促進を行いま

した。 

 

④ 研修委員会 

決算期税務研修会を地区ごとに開催しました。青年部会２５周年・社会 

貢献事業として、小渕優子氏の講演会を青年部会を中心に開催しました。 

又、杉尾秀哉氏講演会を他団体と合同で開催しました。 

 

 ⑤ 税制委員会 

   税制改正の要望書の作成について委員会を開催し、藤岡法人会の要望を 

   作成し、県法連に提出しました。 

   

⑥ 広報委員会 

   会報の発行は、年 2回（2月・9月）の発行の中で紙面の充実を図り魅力ある会報づ

くりに努めました。特に、26 年 2 月号（第 93 号）については、 

   紙面を従来より４ページ増やし、全法連提供素材等も使用し工夫を図り 

ました。 

 

⑦ ｅ- T a x 、e L T A X の普及促進  

   税務署・県行政県税事務所と協調し、機会をとらえ推進を図りました。 

 



 

＜事業別概況＞ 

 

Ⅰ 継続（公益）事業 

１．税の普及啓発事業 

 藤岡税務署、他納税協力団体等と連携のもと、研修会を開催したほか税情報の提供など様々な事 

業を行いました。 

①「決算税務研修会」を改正消費税の対応を中心に、一般の方も対象とし開催。 

② 会報「ふじおか法人会報」による税情報の提供。 

③「平成 25 年度税制改正のあらまし」「源泉所得税実務のポイント」「会社の決算・申告の実務」 

「会社取引をめぐる税務Ｑ＆Ａ」「確定申告実務のポイント」等の税務に関する小冊子の配付。 

④ 青年部会・女性部会合同にて子ども税金クイズ大会を開催 

⑤ 会員から寄せられた税に対する意見・要望を取りまとめ「平成 26年度税制改正に関する提言」 

を作成。地方自治体・地元選出国会議員への要望活動を実施。 

  ⑥ 税を知る週間の一事業として「納税表彰式」並びに「税の作文コンクール」表彰を他納税協力 

団体と合同にて開催。 

２．経営支援・社会貢献事業 

  ① 青年部会 25 周年記念講演会として小渕優子氏を講師に「子どもと税と未来」をテーマに一般 

の方も対象に講演会を開催。 

  ② 他団体と合同にて、杉尾秀哉氏を講師に「今後の政治経済展望」～アベノミクスの行方～をテ 

ーマに一般の方も対象に講演会を開催。 

  ③ 地域の美化運動として市内竹沼にて清掃活動を実施。 

  ④ 女性部会による市内老人施設へのタオルの寄贈・慰安訪問を実施。 

 

Ⅱ 他 (共益)事業 

１．福利厚生、会員支援親睦・拡大事業 

① 会員企業の安定的な経営と経営者個人の保障を目的として、厚生委員会と受託会社の連携にて 

「法人会福利厚生制度」を積極的に推進した。 

② 会員親睦のボウリング大会を青年部会・女性部会合同にて開催。 

③ 観劇鑑賞を主とした視察研修会を女性部会にて開催。 

④ 支部、青年部会、女性部会への補助金の交付。 

⑤ 組織の強化と法人会活動の安定的運営を目的として、組織委員会が中心となり「会員増強運動」 

に取り組んだ。 

 

Ⅲ その他 

① 総会・理事会・常任理事会・委員会・部会役員会等の開催。 

  理事会の席上、代表理事及び業務執行理事の職務執行状況の報告。 

 


